
加盟校の幸福度ランキングアップ 《広場・中庭編》

  

1   

キ
ャ
ン
パ
ス
の
特
徴
・
機
能

文
教
大
学
で
は
、既
設
の
キ
ャン
パ
ス

（
越
谷
、湘
南
）に
加
え
、２
０
２
１
年

４
月
に「
東
京
あ
だ
ち
キ
ャ
ン
パ
ス
」を

開
設
し
た
。
東
京
あ
だ
ち
キ
ャ
ン
パ
ス

は「
地
域
に
開
き
、地
域
に
溶
け
込
み
、

学
究
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
拡
げ
る
」こ
と
を

コ
ン
セ
プ
ト
の
一
つ
と
し
た「
地
域
開
放

型
キ
ャ
ン
パ
ス
」で
あ
る
。「
塀
」な
ど

を
設
け
ず
地
域
と
隔
た
り
が
な
い
外
観

が
特
徴
的
で
あ
り
、キ
ャ
ン
パ
ス
中
央
に

学
生
活
動
や
地
域
と
の
交
流
の「
場
」

と
し
て「
ケ
ヤ
キ
コ
ー
ト
」と
称
す
る

中
庭
を
配
置
し
た
。
そ
こ
に
は
４
本
の

「
欅
の
木
」が
あ
って
、そ
れ
が
愛
称
の

由
来
で
あ
る
。
ケ
ヤ
キ
コ
ー
ト
内
に
は

芝
生
の
エ
リ
ア
を
設
け
、多
く
の
ベン
チ

や
テ
ー
ブ
ル・椅
子
を
置
い
て
い
る
。
校

舎
は
ケ
ヤ
キ
コ
ー
ト
の
周
囲
に
配
置
さ

れ
、ケ
ヤ
キ
コ
ー
ト
を
周
回
す
る
回
廊
で
つ
な
ぐ
構
造
と
し
て
い
る（
ア

ク
テ
ィ
ブ
リ
ン
グ
）。
ま
た
、塀
の
な
い
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、四
方
向
に
出
入

口
を
有
し
、ケ
ヤ
キ
コ
ー
ト
を
中
心
に
東
西
南
北
へ
通
路
を
設
け
て
い
る

（
ク
ロ
ス
モ
ー
ル
）。
ケ
ヤ
キ
コ
ー
ト
は
、キ
ャ
ン
パ
ス
の
機
能
的
な
動
線

の
中
心
で
あ
り
、学
生・教
職
員・地
域
の〝
わ
〟を
つ
く
る
場
の
役
割
を

持
つ
。
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2   

ケ
ヤ
キ
コ
ー
ト
が
学
生
生
活
に
果
た
す
役
割

学
生
生
活
に
お
い
て
ケ
ヤ
キ
コ
ー
ト
は
様
々
な
機
能
を
持
つ
。
ま

ず
、
日
常
の
「
憩
い
の
場
」
で
あ
り
、
学
生
が
ベ
ン
チ
等
を
利
用
し

て
友
人
と
昼
食
を
共
に
し
た
り
、
会
話
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
場
所
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
学
園
祭
（
華
叉
祭
）」
を
は
じ
め
学
生
団
体

が
企
画
す
る
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
も
な
り
「
賑
わ
い
の
場
」
と
し
て
も

機
能
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
学
生
が
卒
業
論
文
執
筆
に
あ
た
り
、
社

会
に
お
け
る
広
場
や
公
園
の
機
能
に
着
目
し
、
ケ
ヤ
キ
コ
ー
ト
を
題

材
に
「
地
域
に
お
け
る
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
役
割
と
今
後
の
在
り

方
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
取
り
上
げ
た
例
や
、
教
室
を
飛
び
出
し
て
ケ

ヤ
キ
コ
ー
ト
で
ゼ
ミ
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
場
面
も
見
ら
れ
、「
学

修
や
研
究
の
場
」
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
学
生
に
と
っ
て
ケ
ヤ
キ

コ
ー
ト
は
「
成
長
の
場
」
と
な
っ
て
い
る
。

3   

地
域
と
大
学
を
つ
な
ぐ
ケ
ヤ
キ
コ
ー
ト

ケ
ヤ
キ
コ
ー
ト
は
、
多
少
の
お
断
り
事
項
は
あ
る
も
の
の
、
日

常
的
に
地
域
の
方
々
の
通
行
や
滞
在
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
。

近
隣
の
幼
稚
園
や
託
児
所
の
お
散
歩
コ
ー
ス
に
な
っ
て
い
た
り
、
親

子
連
れ
が
遊
ぶ
様
子
な
ど
も
見
ら
れ
た
り
。
利
用
者
か
ら
は
「
広

く
安
全
な
場
所
な
の
で
よ
く
利
用
し
て
い
る
」
と
の
お
話
を
聞
く
。

ま
た
、
顕
著
な
事
例
と
し
て
、
本
学
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し

て
い
る
足
立
成
和
信
用
金
庫
と
地
域
町
会
と
の
共
同
開
催
イ
ベ
ン

ト
「
は
な
は
た
文
教
マ
ル
シ
ェ
」
で
は
、
ケ
ヤ
キ
コ
ー
ト
を
メ
イ
ン

会
場
と
し
て
い
る
。
こ
の
マ
ル
シ
ェ
に
は
、
地
域
事
業
者
、
自
治

体
、
区
内
の
高
校
や
小
学
校
お
よ
び

本
学
の
学
生
（
ゼ
ミ
の
研
究
発
表
者

や
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
が
出
展
・

参
加
。
多
く
の
地
域
の
方
々
の
ご
来

場
が
あ
り
、
秋
期
の
恒
例
行
事
と
し

て
地
域
に
定
着
し
て
き
た
。

  

お
わ
り
に

地
域
に
開
き
、溶
け
込
む
た
め
に
様
々
な
工
夫
が
施
さ
れ
た
キ
ャ
ン

パ
ス
は
、
学
生
や
教
職
員
に
地
域
共
生
の
意
識
を
自
然
に
も
た
ら
し

て
い
る
と
感
じ
る
。
本
稿
冒
頭
に
触
れ
た
欅
の
木
は
キ
ャ
ン
パ
ス
開

設
前
か
ら
あ
っ
た
足
立
区
の
保
存
樹
で
あ
る
。
ま
た
、
キ
ャ
ン
パ
ス

内
に
は
既
設
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
オ
マ
ー
ジ
ュ
を
込
め
た
構
造
物
が
あ
る
。

地
域
や
本
学
の
歴
史
、
先
人
の
想
い
を
感
じ
な
が
ら
、
地
域
と
共
に

発
展
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ
り
た
い
と
願
う
。

はなはた文教マルシェ
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1 

三
角
形
の
校
舎
と
屋
上
広
場

１
９
６
６
年
、
追
手
門
学
院
大

学
は
大
阪
府
茨
木
市
に
茨
木
安
威

キ
ャ
ン
パ
ス
を
設
け
、
開
学
し
た
。

そ
の
後
、
学
生
数
の
増
加
な
ど
を

背
景
に
新
た
な
校
地
を
求
め
、
２
０

１
９
年
に
京
都
と
大
阪
の
中
間
地
点

に
あ
る
Ｊ
Ｒ
総
持
寺
駅
か
ら
徒
歩
圏

内
の
地
に
茨
木
総
持
寺
キ
ャ
ン
パ
ス

を
開
設
。
学
院
創
立
１
３
０
周
年
記

念
事
業
の
一
貫
と
し
て
、
１
辺
約
１

３
０
ｍ
の
正
三
角
形
を
基
調
と
し

た
象
徴
的
な
大
学
棟
「A

cadem
ic 

A
rk

」
を
開
設
し
た
。
さ
ら
に
２
０

２
５
年
４
月
に
は
新
校
舎
を
開
設
し
、

収
容
定
員
は
約
９
６
０
０
人
に
達

す
る
。

「A
cadem

ic A
rk

」は
高
さ
約
22

ｍ
で
、
１
階
に
「
Ｗ
Ｉ
Ｌ
ホ
ー
ル
」

や
紀
伊
國
屋
書
店
、
各
種
窓
口
を
配

置
し
、
上
層
階
に
は
教
室
や
「
ア
ラ

ム
ナ
イ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（
図
書
館
）」

を
備
え
る
。
最
上
階
中
央
部
に
は
中

庭
「
ス
カ
イ
ガ
ー
デ
ン
」
が
広
が
り
、

Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｉ
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
や
芝
生
、

ベ
ン
チ
が
並
ぶ
。
春
や
秋
に
は
学
生

が
談
笑
す
る
姿
が
見
ら
れ
る
。

2 

校
舎
の
中
央
部
に
広
場
を
設
け
た
理
由

本
キ
ャ
ン
パ
ス
の
設
計
コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
学
び
あ
い
、
教
え
あ
い
」

が
自
然
に
生
ま
れ
る
賑
わ
い
の
空
間
を
形
成
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ

の
た
め
、
校
舎
中
央
部
の
機
能
配
置
に
つ
い
て
は
多
く
の
議
論
が
重

ね
ら
れ
た
。
１
階
中
央
部
の
Ｗ
Ｉ
Ｌ
ホ
ー
ル
は
、
３
カ
所
い
ず
れ
の

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
か
ら
も
中
心
で
交
わ
る
位
置
に
あ
り
、
学
生
や
来
訪

者
が
く
つ
ろ
ぎ
、
談
笑
し
な
が
ら
交
流
を
深
め
る
場
と
な
っ
て
い
る
。

頭
上
に
は
図
書
館
を
置
き
、
人
の
流
れ
が
交
差
す
る
場
所
に
知
の
蓄

積
の
場
を
設
け
る
こ
と
で
、議
論
と
学
び
の
相
乗
効
果
か
ら
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
よ
う
設
計
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
上
層
に
位
置
す
る
ス
カ
イ
ガ
ー
デ
ン
は
、
学
生
が
集
い
リ Academic Arkの屋上俯瞰図
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ラ
ッ
ク
ス
す
る
場
で
あ
る
。
昼
休
み
に
は
友
人
と
ラ
ン
チ
を
楽
し

む
姿
や
、
テ
ラ
ス
席
で
勉
強
に
励
む
姿
が
見
ら
れ
る
。
校
舎
中
央

部
は
人
々
が
交
差
す
る
場
と
し
て
設
計
さ
れ
、
屋
上
緑
化
は
空
調

負
荷
の
低
減
や
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
に
も
寄
与
し
て
い
る
。

3   

学
生
・
教
職
員
で
考
え
る
〝
居
心
地
の
よ
い
〞
大
学

ス
カ
イ
ガ
ー
デ
ン
は
学
生
が
集
う
場
と
し
て
設
け
ら
れ
た
が
、
当

初
は
緑
化
エ
リ
ア
の
み
が
広
が
る
空
間
で
、
学
生
た
ち
は
芝
生
に

直
接
座
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
２
０
２
５
年
４
月
の
新
校

舎
開
設
ま
で
茨
木
総
持
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
はA

cadem
ic A

rk

１
棟

で
の
運
用
だ
っ
た
た
め
、
学
生
の
居
場
所
づ
く
り
は
学
生
生
活
上

の
課
題
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
学
友
会
組
織
「
学
友
会
追
風
」
は
、
学
生
生
活
の
充
実

を
目
的
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
結
果
、
学
生
が
空
き
時
間
に

求
め
る
の
は
「
休
息
が
取
れ
る
環
境
」「
友
人
と
談
笑
で
き
る
環

境
」
で
あ
り
、
平
均
滞
在
時
間
や
理
想
の
空
間
イ
メ
ー
ジ
を
ま
と

め
、「
憩
い
と
出
会
い
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
す
る
新
た
な
居
場
所

創
出
を
提
案
し
た
。
そ
の
後
、
学
生
支
援
課
や
管
財
課
と
の
協
議

を
経
て
、
く
つ
ろ
げ
る
ベ
ン
チ
や
出
入
口
に
ス
ロ
ー
プ
、
ま
た
人

が
出
会
う
象
徴
と
し
て
Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｉ
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
設
置
が
決

定
。
現
在
で
は
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
訪

れ
た
人
々
が
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
背
景
に
撮
影
し
、
晴
れ
た
日
に
は

学
生
が
周
辺
で
昼
食
を
と
る
光
景
が
日
常
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

提
案
を
行
っ
た
、
学
友
会
追
風
は
、
学
生
会
員
と
教
職
員
会
員
で

構
成
さ
れ
る
教
職
協
働
に
学
生
を
加
え
た
、「
教
職
学
協
働
」
で
運

営
し
て
い
る
学
友
会
組
織
で
あ
る
。
会
長
は
学
長
が
つ
と
め
て
お

り
、
総
会
の
中
で
は
学
生
役
員
が
直
接
学
長
に
提
案
し
、
自
分
達

の
思
い
や
意
見
を
伝
え
な
が
ら
、
同
じ
立
場
で
議
論
し
て
い
る
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
以
後
も
、
学
生
会
員
か
ら
の
提
案
で
学

生
生
活
向
上
の
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
っ
て
い
る
。
た
と
え

ばA
cadem

ic A
rk

内
の
エ
リ
ア
別
の
床
面
色
分
け
に
よ
る
動

線
誘
導
な
ど
、
学
生
の
声
を
大
学
に
届
け
る
活
動
か
ら
実
現
し
た

事
例
は
少
な
く
な
い
。
執
筆
者
で
あ

る
私
自
身
も
総
会
で
は
教
職
員
会
員

と
し
て
、
学
生
か
ら
の
提
案
に
対
し

て
、
同
じ
立
場
で
議
論
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
も
学
生
の
声
を
直
に
聞
き

な
が
ら
、「
教
職
学
協
働
」
で
〝
居
心

地
の
よ
い
”
大
学
を
目
指
し
て
い
き

た
い
。

スカイガーデンの様子
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ラ
ッ
ク
ス
す
る
場
で
あ
る
。
昼
休
み
に
は
友
人
と
ラ
ン
チ
を
楽
し

む
姿
や
、
テ
ラ
ス
席
で
勉
強
に
励
む
姿
が
見
ら
れ
る
。
校
舎
中
央

部
は
人
々
が
交
差
す
る
場
と
し
て
設
計
さ
れ
、
屋
上
緑
化
は
空
調

負
荷
の
低
減
や
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
に
も
寄
与
し
て
い
る
。

3   

学
生
・
教
職
員
で
考
え
る
〝
居
心
地
の
よ
い
〞
大
学

ス
カ
イ
ガ
ー
デ
ン
は
学
生
が
集
う
場
と
し
て
設
け
ら
れ
た
が
、
当

初
は
緑
化
エ
リ
ア
の
み
が
広
が
る
空
間
で
、
学
生
た
ち
は
芝
生
に

直
接
座
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
２
０
２
５
年
４
月
の
新
校

舎
開
設
ま
で
茨
木
総
持
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
はA

cadem
ic A

rk

１
棟

で
の
運
用
だ
っ
た
た
め
、
学
生
の
居
場
所
づ
く
り
は
学
生
生
活
上

の
課
題
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
学
友
会
組
織
「
学
友
会
追
風
」
は
、
学
生
生
活
の
充
実

を
目
的
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
結
果
、
学
生
が
空
き
時
間
に

求
め
る
の
は
「
休
息
が
取
れ
る
環
境
」「
友
人
と
談
笑
で
き
る
環

境
」
で
あ
り
、
平
均
滞
在
時
間
や
理
想
の
空
間
イ
メ
ー
ジ
を
ま
と

め
、「
憩
い
と
出
会
い
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
す
る
新
た
な
居
場
所

創
出
を
提
案
し
た
。
そ
の
後
、
学
生
支
援
課
や
管
財
課
と
の
協
議
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て
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げ
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ベ
ン
チ
や
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入
口
に
ス
ロ
ー
プ
、
ま
た
人

が
出
会
う
象
徴
と
し
て
Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｉ
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
設
置
が
決

定
。
現
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で
は
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オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
訪
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た
人
々
が
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
背
景
に
撮
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し
、
晴
れ
た
日
に
は
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と
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光
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日
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い
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提
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行
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、
学
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会
追
風
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学
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会
員
と
教
職
員
会
員
で
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れ
る
教
職
協
働
に
学
生
を
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た
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教
職
学
協
働
」
で
運

営
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て
い
る
学
友
会
組
織
で
あ
る
。
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が
つ
と
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お
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学
生
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達
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。
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ク
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加盟校の幸福度ランキングアップ 《広場・中庭編》

  

1   

Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
広
場
の
概
要

正
門
を
入
る
と
目
の
前
に
広
が
る

芝
生
の
広
場
が
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
広
場
で

あ
る
。

東
京
女
子
大
学
の
代
表
的
な
卒
業

生
の
ひ
と
り
、
瀬
戸
内
寂
聴
氏
が
、

初
め
て
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
た
時
の

こ
と
を
小
説
『
場
所
』
に
記
し
て

い
る
。

「
鉄
柵
の
よ
う
な
さ
り
げ
な
い
門
は
、

な
か
ば
開
い
て
い
て
、
誘
い
こ
む
よ

う
な
な
つ
か
し
い
感
じ
が
し
た
。（
中

略
）
キ
ャ
ン
パ
ス
を
歩
き
廻
る
う
ち
、

何
が
何
で
も
こ
の
学
校
に
入
り
た
い

と
決
意
し
た
」

本
学
は
、１
９
２
４
年（
創
立
７
年

目
）に
、
そ
れ
ま
で
仮
校
舎
の
あ
っ
た

角
筈
か
ら
現
在
の
善
福
寺
に
学
び
の

場
を
移
し
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の
建
物

群
の
設
計
者
で
あ
る
建
築
家
ア
ン
ト
ニ
ン
・
レ
ー
モ
ン
ド
は
、
正

面
の
本
館
と
本
館
か
ら
左
右
に
両
手
を
広
げ
た
よ
う
に
広
が
る
教

室
棟
、
そ
し
て
、
門
を
入
っ
た
右
手
手
前
に
チ
ャ
ペ
ル
と
講
堂
を

配
置
。
そ
れ
ぞ
れ
を
渡
り
廊
下
で
繋
ぎ
、
ロ
の
字
で
囲
む
こ
と
に

よ
り
こ
の
空
間
を
造
り
出
し
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
は
、
教
員
と

学
生
の
距
離
を
縮
め
、
と
も
に
学
び
を
深
め
る
た
め
の
配
慮
が
随

所
に
施
さ
れ
て
い
る
。
休
み
時
間
に
は
校
舎
と
校
舎
を
行
き
交
い
、

天
気
の
良
い
日
に
は
芝
生
の
上
で
語
ら
う
学
生
た
ち
の
声
が
響
い

て
い
る
。

広
場
の
中
央
に
は
小
さ
な
池
が
あ
り
、
６
月
に
は
睡
蓮
の
花
が

咲
き
、
そ
の
水
面
が
ピ
ン
ク
に
染
ま
る
。
池
の
脇
に
は
日
時
計
が

設
置
さ
れ
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
歴
史
と
美
し
さ
を
象
徴
す
る
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て
い
る
。

2   

Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
広
場
の
名
称
の
由
来

大
学
を
め
ぐ
る
環
境
が
変
革
の
時
代
を
迎
え
た
２
０
０
６
年
、
第

１
期
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。
安
全
で
質
の
高
い

教
育
施
設
の
整
備
、
環
境
に
配
慮
し
た
施
設
整
備
、
計
画
的
・
効

果
的
な
整
備
と
施
設
管
理
の
三
原
則
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
こ
の
と

き
、
新
た
に
設
置
さ
れ
た
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス（
学
生
が
憩
い
集
え

［東京女子大学］

春田 和恵　学校法人東京女子大学大学運営部長

真理を探求し、ともに学びを深める空間

つ
の
は
ず
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る
空
間
。
緊
急
時
に
は
避
難
誘
導
の
ス
ペ
ー
ス
）
と
区
別
す
る
た

め
、
２
０
１
２
年
に
学
生
・
教
職
員
を
対
象
に
名
称
を
募
り
、
本

館
前
庭
を
「
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
広
場
」、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
「croSS

広
場
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。「
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
広
場
」
は
、
正

面
に
佇
む
本
館
に
刻
ま
れ
た
本
学
の
標
語 “Q

U
A

EC
U

N
Q

U
E 

SU
N

T V
ERA

”

（
す
べ
て
真
実
な
こ
と
※
）
か
ら
来
て
い
る
。
因

み
に
「croSS

広
場
」
は
本
学
の
キ
リ
ス
ト
の
精
神
を
示
す
〝
犠

牲
と
奉
仕
〟（Service and Sacrifice

）
を
表
し
た
校
章
が
由

来
で
あ
る
。
真
理
の
探
求
の
た
め
の
自
由
な
学
問
の
場
、
一
人
ひ

と
り
が
〝
真
実
〟
を
感
じ
取
り
、
学
び
、
尊
ぶ
こ
と
を
実
現
す
る

た
め
の
空
間
を
提
供
し
続
け
て
い
る
。

3   

Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
広
場
の
四
季

４
月
、
講
堂
で
行
わ
れ
る
入
学
式
に
出
席
す
る
新
入
生
で
溢
れ

か
え
る
。
大
地
震
発
生
を
想
定
し
た
年
１
回
の
全
学
避
難
訓
練
で

は
避
難
場
所
と
な
る
。
９
月
、
授
業
が
再
開
さ
れ
夏
の
間
に
育
っ

た
青
々
と
し
た
芝
が
気
持
ち
を
新
た
に
し
た
学
生
た
ち
を
迎
え
入

れ
る
。
１１
月
、
大
学
関
係
者
、
地
域
の
方
た
ち
を
招
き
、
大
学
祭

Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
祭
の
メ
イ
ン
会
場
と
な
る
。
１２
月
、
ア
ド
ヴ
ェ
ン
ト
と

と
も
に
ク
リ
ス
マ
ス
を
象
徴
す
る
本
館
前
の
ツ
リ
ー
に
光
が
灯
さ

れ
る
。
３
月
、
色
と
り
ど
り
の
袴
や
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
卒
業

生
た
ち
が
４
年
間
の
学
び
を
胸
に
巣
立
っ
て
行
く
。

「
キ
ャ
ン
パ
ス
の
環
境
が
落
ち
着
い
て
い
て
、
休
日
で
も
き
て
し

ま
う
く
ら
い
居
心
地
が
よ
か
っ
た
」

本
学
は
２
０
２
８
年
に
創
立
１
１
０
年
を
迎
え
る
。
こ
の
学
び

の
空
間
を
い
つ
ま
で
も
守
り
続
け
て
い
く
。

※
新
約
聖
書
フ
ィ
リ
ピ
の
信
徒
へ
の
手
紙
第
４
章
８
節

東京女子大学本館とその前に広がるVERA広場
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る
空
間
。
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U
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は
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、
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で
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入
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に
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し
た
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の
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で
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と
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。
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、
授
業
が
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の
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に
育
っ

た
青
々
と
し
た
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が
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ち
を
新
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に
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た
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生
た
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を
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え
入
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る
。
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、
大
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、
地
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の
方
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を
招
き
、
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に
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る
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さ
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、
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の
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や
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に
身
を
包
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だ
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が
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間
の
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を
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に
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て
行
く
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の
環
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が
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着
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て
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て
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休
日
で
も
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し

ま
う
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居
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た
」

本
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は
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年
に
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立
１
１
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を
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る
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で
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く
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